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lJ月末日現在) 叩!?口川(-:-251) 
男 27，035 ( ~ 135) 

-w女 29，060 . (+ 116) 
世帯数 13，463 (+ 76) 

出生 67 転入 781 

死亡 21 転出 576 

第7回目の市内子供大会が、 5月3日玖島崎の市営陸上競技場で行なわれました。

子供たちは、長崎国体を成功させるため、町を きれいに美しし強 〈元気な子供

になろう一。と約束しました。

当日は、市内の子供たち約1，900人が参加し、ボールは乙び、め〈らうんでんな

どのゲームで一日をたのし〈すごしました。

赤痢が流行する時期です
=町ぐるみの消毒を=

今年も大村市内に赤痢が流行しはじめました。乙のよ

う芯伝染病の防止には、日常の衛生活動が大切です.町

ぐるみで、 グみぞかの消毒、手洗いの励行、生物生水の

飲食をさげるなどを話しあい、実行いた しましょう。

長崎国体も 2年後です。きれいな大村、衛生的な大村

をつ〈るため、町内環境の美化にお互いに努力しようで

はありませんか。

写真=竹松地区の町内ぐるみ衛生活動
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(2) 

給
水
栓
の
取
替
を
半

額
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す

全

国

水

道

週

間

り大村市政だよ

第
九
回
全
国
水
道
週
間
が

六
月
一
日
か
ら
七

日
ま
で
全

国
的
に
〈
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
国
民
の
健
康

を
守
り
、
い
ろ
い
ろ
な
産
業

を
お
こ
し
、
消
防
に
役
立
ち

社
会
活
動
の
さ
さ
え
と
な
っ

て
い
る
水
道
の
こ
と
を
さ
ら

に
知
っ

て
い
た
だ
き
、
ま
た

水
道
を
使
用
し
て

い
な
い
と

こ
ろ
に
は

一
日
も
早
〈
衛
生

的
な
水
道
を
使
っ
て

い
た
だ

〈
よ
う
に
行
な
う
全
国
的
な

運
動
で
す。

大
村
市
の
水
道
部
で
も
、

乙
の
水
道
週
間
の
あ
い
だ

つ

ぎ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
行

な
っ

て
い
ま
す
。

ど
し
ど
し
ご
利
用
〈
だ
さ
い
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浄
水
場
の
一
般
開
放

六
月
一
日

i
七
日

水
道
週
間
中
は
、
家
庭
の

一
般
給
水
栓
な
ど
を
取
替
え

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
料
金
が

半
額
で
す
み
ま
す。

衛
生
的
で
豊
富
な
水
を

家
庭
に
工
場
に
送
る
水
道

事
業
は
、
水
道
の
使
用
者

か
ら
納
め
ら
れ
る
料
金
と

金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り

た
資
金
で
運
営
さ
れ
る
独

立
採
算
制
の
事
業
で
す
。

水
道
は
大
切
に
、
上
手

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

;争水場

終
戦
か
ら
講

和
発
効

l
昭
和

幻
年

4
月
お
日

ま
で
の
間
に
占

領
軍
の
事
故
に

よ
り
人
身
に
被

害
を
う
け
ら
れ

た
方
ま
た
は
そ

の
遺
族
に
、
法

律
改
正
に
よ
る

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
該
当
す
る
方
は
佐

世
保
市
矢
岳
町

一
番
、
佐
世

保
防
衛
施
設
事
務
所
へ

と
連

絡
〈
だ
さ
い。

①
占
領
軍
か
ら
被
害
を
う
け

て
死
亡
さ
れ
た
遺
族
、
ま
た

は
そ
れ
が
原
因
で
身
体
に
後

遺
症
の
あ
る
方

②
見
舞
金
を
も
ら
っ
て
い
る

占領軍の事故に

あわれた方へおしらせ

朝

楠

上

東

自主弓
日曜当番医

6月4日 松尾外科

目内科 田川小児科

村産婦人科

6月11日 中央産婦人

科 出口小児科原内科

貞松整形外科

6月18日近藤内科

長婦人科 田中内科

木眼科

6月25日 寺井内科

田内科 桝本婦人科

内科 田崎外科

無
縁
墓
地
の
改
葬

マ
墓
地
の
所
在
地

福
岡
県
田
川
郡
金
田
町
大

字
金
田

マ
届
出
先

金
田
町
役
場

マ
届
出
期
日

六
月
二
十
日

福
祉
年
金
所
得
状
況
届
は
お
す
み
で
す
か

福
祉
年
金
を
う
け
て
お
ら
れ
る
方
は
、
但
年
分
の
所
得

状
況
届
を
6
月
四
日
ま
で
に
、
保
険
年
金
課
か
出
張
所
で

す
ま
せ

て
〈
だ
さ
い
.
な
お
届
に
は
年
金
証
書
と
印
か
ん

が
必
要
で
す
。

ぷL
寸

中

方
で
も
、
な
お
〈
わ
し
〈
知

り
た
-い
方

③
給
付
金
を
も
ら

っ
た
後
、

住
所
を
変
更
し
た
万
'

六
月
の
母
子
検
診

放 〈水
し た 道 市
ま め 事民
す 坂 情の

口 浄 っ さ
パ水 て ん
ス場いに
停 を?こ 市
留 聞だの

渇く滋.~‘f; rj~ t:J tて鳥!?iEii
道 時 毎 い歩
部 ま 日 と約
へで午こ 五
申 、前ろ分
込 団 九 での
み体時 す 見
〈 のか 。は

9fOM100| 

13.00--16.00 

9.30-15.30 

9.30--15.30 

9.30--15.30 

9.30へ-15.30

13.00--16.00 

舘

所

所

所

所

所

所

民

療

張

張

張

張

張

公

診

出

出

出

出

出

村

浦

田

松

原

重

瀬

今

三

鈴

竹

松

福

萱

口
μ

口
凶
口
μ

ロH

口
同
口
H

ロμ

。4
0

d

q
u

a

-

q
υ

n
u
t
-
ι

4
E
4
4
1ム

噌
E
ム
句
4
4
4
a
4

口
γω

内
ツ
ω

市
民
会
舘
の
電
話
案
内

マ
市
民
会
舘
へ
と
用
の
方
は

二
七
三
九
番
へ

マ
公
民
舘
活
動
ハ
子
供
会、

婦
人
会
、
青
年
団
な
ど
の

グ
ル

l
デ
活
動
)
と
図
書

舘
へ
と
用
の
方
は

二
四
五
七
番
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-申請は 6月20日までに-

国民年金に加入している人で、 35才未満の人は

の保険料を納

とになっていますが、つぎに該当する場合は保険

料納付が免除されます。 6月20日までに、保険年

金課か各出張所で免除の申請をして〈ださい。

c>所得がないとき

b障害者、寡婦であって年聞の所得が24万円以下{
であるとき i 

b保険料を納付することがたいへん困難であると F
き 〉

第
一
次
試
験

筆
記
試
験
、
身
体
検
査

第
二
次
試
験

面
接
試
験
、
身
上
調
査

マ
試
験
の
日
時
と
場
所

受
験
申
込
み
締
切
後
本
人

に
通
知
し
ま
す

マ
願
書
受
付

六
月
十
日
ま
で
の
執
務
時

間
に
教
育
委
員
会
で
受
付

け
ま
す

願
書
用
紙
は
教
育
委
員
会

庶
務
課
に
あ
り
ま
す
の
で
郵

送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
十
五

円
切
手
を
は
っ
た
宛
先
明
記

の
返
送
用
封
筒
を
同
封
し
て

請
求
し
て
〈
だ
さ
い
。

日
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
へ

申
込
み
〈
だ
さ
い
。

マ
開
講
日
と
時
間

毎
月
第
三
日
曜
日
か
第
四

日
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
午

後
一
時
ま
で

マ
会
場
市
民
会
舘

マ
内
容
料
理
実
習
、
教
養

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

マ
受
講
費

実
習
材
料
費
は
個
人
負
担

i
ナ

I

お
し
ら
せ

昭和42年6月1日

コ

国民年金の保険料免除

マ
申
込
希
望
者
は
は
が
き
に
住
所

氏
名
、
年
令
、
参
加
支
部

を
記
入
し
て
六
月
十
日
ま

で
に
、
教
育
委
員
会
に
申

込
み
〈
だ
さ
い
。
申
込
ま

れ
た
方
に
は
後
日
連
絡
い

た
し
ま
す
。

あ
る
こ
う
会
の

会
員
募
集

「
大
村
あ
る
こ
う
会
」
の
会

員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

マ
応
募
資
格
希
望
者
は
ど

な
た
で
も
結
構
で
す
。
と
〈

に
老
人
の
方
を
歓
迎
い
た
し

ま
す
。
(
小
、
中
学
生
を
除

料
理
講
座
開
く

マ
会
の
し
く
み
と
運
営

1

青
年
学
級

l

大
村
支
部
、
西
大
村
支
部
市
内
に
働
〈
若
い
人
た
ち

竹
松
支
部
の
三
支
部
を
つ
の
た
め
に
、
つ
ぎ
の
と
お
り

〈
り
、
毎
月
何
回
か
支
部
料
理
の
青
年
学
級
を
聞
き
ま

ご

と

に

歩

〈

。

す

。

希

望

者

は

、

六

月

十

五
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ー

図
書
舘
司
書
補
を
募
集

市
立
図
書
舘
の
司
書
補
を

つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

マ
受
験
資
格

①
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
学

校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
ほ
か
、
図
書
舘
法
に

定
め
る
司
書
補
の
資
格
を

有
す
る
も
の

②
昭
和
二
十
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
二
十
四
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
れ
た
も
の
で

男
女
の
別
を
聞
い
ま
せ
ん

③
市
内
に
居
住
す
る
も
の
、

ま
た
は
採
用
後
居
住
し
う

る
も
の

マ
試
験
の
方
法
と
内
容

〈
わ
し
い
こ
と
は
、
衛
生

課
へ
お
た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

な
お
、
遺
族
章
は
遺
族
世

話
人
を
通
じ
交
付
し
ま
す
が

市
福
祉
事
務
所
ま
た
は
各
出

張
所
に
も
準
備
し
て
い
ま
す

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
福
祉
事

務
所
に
と
連
絡
〈
だ
さ
い
.

春
の
殉
国
者
慰
霊
祭

県
殉
国
慰
霊
奉
賛
会
大
村

市
支
部
主
催
に
よ
る
市
内
殉

国
者
春
の
慰
霊
祭
が
つ
ぎ
の

と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

雨
天
の
場
合
も
執
行
い
た
し

ま
す
の
で
、
市
民
多
数
参
列

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

マ
目
時

女
子
職
員
募
集

県
モ

l
グ

l
ボ

l
ト
競
走

会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
女

子
経
理
職
員
を
募
集
し
ま
す

マ
応
募
資
格
高
校
卒
業
程

度
の
学
力
の
あ
る
満
二
十

三
才
未
満
の
女
子

マ
申
込
六
月
十
日
ま
で
に

事
業
課
へ
履
歴
書
を
提
出

し
て
〈

rざ
い

〈
わ
し
い
こ
と
は
事
業

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

り大村市政だよ

西
大
村
出
張
所
に

不
用
犬
引
取
箱
を
設
置

六
月
十
四
日
午
前
十
時
か

ら
午
後
二
時
ま
で
、
西
大
村

出
張
所
に
不
用
犬
引
取
り
箱

を
設
置
し
ま
す
の
で
、
い
ら

な
い
犬
で
、
お
こ
ま
り
の
万

は
ご
利
用
〈
だ
さ
い
。

六
月
七
日

午
前
十
時
三
十
分

県
忠
霊
塔
(
三
城
)

マ
場
所

(3) 
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交通教室

夜間の離合には

必ず減光と徐行を

A
幽

三
月
二
十
五
日
午
後
八
時

二
十
分
ご
ろ
、
片
町
琴
浦
橋

附
近
国
道
を
松
並
方
向
か
ら

玖
島
方
向
に
向
け
三
十
キ
ロ

ぐ
ら
い
の
速
度
で
走
っ
て
い

た
軽
四
輪
貨
物
自
動
車
が
、

自
転
車
を
お
し
な
が
ら
歩
い

て
い
た
歩
行
者
に
追
突
し
た

歩
行
者
は
自
転
車
も
ろ
共
数

メ

j
ト
ル
は
ね
と
ば
さ
れ
、

頭
部
打
撲
、
ろ
っ
骨
骨
折
に

よ
り
重
体
と
い
う
大
き
な
事

故
が
あ
っ
た
。

こ
の
事
故
で
運
転
手
さ
ん

は
「
た
ま
た
ま
、
対
進
車
が

あ
っ
た
た
め
、
そ
の
ラ
イ
ト

の
光
で
目
が
〈
ら
み
、
前
方

が
よ
〈
見
え
ず
被
害
者
の
発

見
が
お
〈
れ
た
」
と
説
明
し

て
い
た
。
し
か
し
免
許
を
持

っ
た
車
の
運
転
者
と
し
て
は

こ
の
よ
う
な
弁
解
は
通
用
し

な
い
。な
ぜ
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な

場
合
は
、
前
も
っ
て
自
動
車

は
減
光
す
る
と
と
も
に
、
必

ず
除
行
を
励
行
す
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
事
故

防
止
の
第
一
条
件
だ
か
ら
で

み
の
ヲ
心
。

無
届
電
気
工
事
に
注
意

電
気
工
事
は
、
正
規
の
電

気
工
事
者
に
た
の
み
ま
し

ょ
う
。
不
良
工
事
は
火
災

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
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へ
、
J
ハ
三
万
三
3
h
kりて;、
hj弘
之
江
川
J
U
M
I
…ん円二ヘ、
F
万

，

の
処
理
や
、
旅
券
、
証
明
書
み
を
収
容
し
て
い
る
。

h

布

一

二

地

入

方

ぷ

匂

い

門

川

市

⑦

の

変

更

、
在
留
期
間
の
更
新
所
長

1
近

藤

浩

純

氏

)

.

な

ど

の

業

務

を

行

な

っ

て

い

職

員

1
百

二

十

名

い

…
大
村
入
国
者
収
容
所
昭
和
二
十
六
年
に
は
、
長
崎
た
そ
昭
和
一
一
一
十
年
療
止
さ
繍
盤
鑓
櫨
棚
誠
一

県
内
の
・外
国
人
登
録
令
違
反
れ
、
現
在
は
収
容
所
の
み
と

…

額
約
調
一
一
一
三

守
昭
和
二
十
五
年
入
国
管
理
者
に
対
す
る
手
続
を
行
な
う
な
っ
た
。

一

機

一

γ
f
i麟鱒一一一一一一ベ

鱒
融
一
湯
川
一
一
湖
沼
灘
撚
欝
一
、

(
庁
設
置
令
施
行
に
も
と
ず
き
入
国
者
収
容
所
大
村
出
張
所
同
収
容
所
が
発
足
し
て
か
麟
機
一
J
L
-一
山
総
機
鱗

'

~

外

務

省

外

局

の

出

入

国

管

理

が

併

設

さ

れ

た

。

ら

昭

和

四

十

二

年

三

月

三

十

事

十

一

一

言
が
発
足
し
た
。
そ
の
付
属
昭
和
二
十
七
年
に
は
、
講
に
受
け
入
れ
た
不
法
入
国
者

(

崎
山
之
一
ふ
組
織
一

一
機
関
と
し
て
旧
佐
世
保
引
揚
和
条
約
発
効
後
の
行
政
機
構
は
一
一
万
一
一
千
一
一
百
三
十
五
人

一

¥

一

円

幾

ぺ

溺

一

~
援
護
局
内
に
針
尾
入
国
収
容
改
革
に
よ
り
、
管
理
庁
は
法
に
の
ぼ
り
、
乙
の
閤
韓
国
人
一
…
ぷ

γ酪
難
鱒
藤
一

い
所
が
設
置
さ
れ
た
が
、
同
年
務
省
の
内
局
と
な
り
、
大
村
の
ほ
か
台
湾
大
、
中
国
人
、

…
一
一
一
九
九
州
醐
闘
し
ω

…

(
十
二
月
二
十
八
日
に
市
内
森
入
国
者
収
容
所
、
大
村
管
理
欧
米
人
な
ど
を
受
入
れ
た
。
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小

園

郷

の

第

一

一

十

一

海

軍

航

空

事

務

所

と

改

称

し

た
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韓

国

人

以

外

は

す

べ

て

横

…

議

離

ぷ

~

ん
廠
本
舘
と
付
属
建
物
を
改
修
同
管
理
事
務
所
は
、
韓
国
浜
入
国
者
収
容
所
へ
移
送
し

人
げ
宮
脇
開
問
…

γ

川
し
、

「
大
村
入
国
者
収
容
所
人
、
台
湾
人
な
ど
の
不
法
入
昭
和
四
十
二
年
=
一
月
末
現
在
、
以

Y
山一一一…(

…
と
し
て
移
転
し
開
設
し
た
。
園
、
登
録
違
反
、
不
法
残
留
で
は
百
十
八
人
の
韓
国
人
の

、

Jb
畿
圏
勝
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鉄
道
事
故
を
な
く
そ
う

H
H
鉄
道
防
害
防
止
運
動

1

国
鉄
で
は
、
線
路
へ
の
立

ち
入
り
、
置
石
、
列
車
へ
の

投
石
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

置
石
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し

た
い
た
ず
ら
が
、
列
車
の
脱

線
転
覆
と
い
う
大
き
な
事
故

に
な
り
ま
す
。
つ
ぎ
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
線
路
付
近
で
は
子
供
を
遊

ば
せ
な
い

食
中
毒
を
な
く
そ
う

六
月
に
入
る
と
気
温
も
上

が
り
、
食
物
の
取
扱
い
を
い

っ
そ
う
慎
重
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
新
し
い
材
料
を
、

清
潔
な
手
で
料
理
し
、
清
潔

な
う
つ
わ
に
盛
る
こ
と
、
が
大

切
で
す
c

そ
し
て
、
保
存
す

る
の
に
冷
蔵
庫
を
過
信
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

遠
足
の
お
弁
当
、
農
繁
期

の
保
存
食
を
つ
〈
る
場
合
は

く
さ
ら
な
い
よ
う
に
十
分
工

夫
し
ま
し
ょ
う
。

マ
列
車
に
石
を
な
げ
な
い

マ
線
路
に
石
や
木
な
ど
を
お

〈
い
た
ず
ら
を
し
な
い

マ
線
路
を
通
ら
な
い

踏
切
で
は
い
っ
た
ん
停
車

左
右
確
認
を
す
る
と
と
も
に

つ
ぎ
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

マ
踏
切
で
エ
シ
ス
卜
し
た
り

車
輪
を
線
路
に
落
し
こ
ん

だ
と
き
は
、
ま
ず
列
車
を

と
め
る
手
配
を
と
る
こ
と

マ
自
動
車
に
は
必
ず
二
本
の

発
炎
筒
を
備
え
る
乙
と

ー

成切させよう長崎国体
大村市も、ラグビー

ソフトボーノレの開催地です。

まちを美しく

生活を明るく

心身をすこやかに
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